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Reproductive ecology of Japanese great tits focusing on

                    extra-pair paternity

（っがい外父性に注目したシジュウカラの繁殖生態）

    David Lack以降の鳥類学は、生態学、進化生物学、動物行動学の発展に大きく貢献して

きた。特に鳥類の繁殖システムは多様性が著しく高いため、繁殖戦略の進化を理解するう

えで優れたモデルとなっている。過去には鳥類の大部分は一夫一妻制と考えられてきたが、

DNA解析手法の発展にともない、社会的に一夫一妻制の種でも約90％がバートナー以外の

子供を残していることが明らかとなっている。このパラダイムの転換により過去30年間に

数多くの研究が行われ、っがい外父性(Extra-Pair Patemity，EPP)の頻度は、種間、種内で

大きな変異があることが示された。しかしながら、っがい外父性のメカニズムについては

様々な仮説が提唱されてきたものの、未だ大きな論争が繰り広げられている。本研究では、

北海道苫小牧に生息するシジュウカラをモデル生物とし、っがい外父性について新たな視

点からそのメカニズムに迫った。特に、申請者は苫小牧のシジュウカラに特異的な繁殖生

態を発見し、その特性を活かして大規模な野外操作実験を行った。これまで理論的な妥当

性は考えられていたが実証が困難であった『受精保険仮説(Fertility inJsurancehypothesis）』

について世界で初めて実験的証拠を示した。偽卵を用いて親鳥を欺くという本手法は非常

に独創的であり、っがい外父性の残された仮説である受精保険仮説を示した学術的意義は

極めて大きい。さらに、日本で立ち遅れているフイールド研究を地道に遂行している点も

高く評価できる。

    まず、申請者は北大苫小牧研究林におけるシジュウカラの繁殖生態につしゝて詳細に記

載した。シジュウカラはヨーロッパでは生態学におけるモデル生物となっているが、分布

の東端であるアジア地域についてはほとんど研究が行われてない。苫小牧研究林に300個
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の巣箱を設置し、2009-2012年の繁殖期(5-9月）にかけて、繁殖時期、クラッチサイズ（一

腹 卵数）、繁殖回数、巣立ち成功などを記録した。また、巣箱で営巣した親鳥と雛を捕獲

し て、足輪を装着し、個体識別を行った。捕獲した個体は少量の血液を採取し、後の親子

判 別に用いた。得られた繁殖バラメーターをヨー口ッパの個体群と比較したところ、クラ

ッ チサイズ、繁殖回数、巣立ち成功が非常に高いことが明らかとなった。これまでほとん

ど 報告がなかった1シーズンにおいて3回繁殖するべアも見つかった。繁殖における生産性

の高さは、餌生物の多様性と資源量が著しく高いことに起因すると考えられた。本研究は、

分 布の東西における繁殖形質を初めて比較したものであり、鳥類個体群の局所適応につい

て重要な知見をもらたした。

    次に、巣の捕食リスクがっがい外父性に与える影響について検討した。巣の捕食は鳥

類 の繁殖失敗を引き起こす最大の要因であり強い選択圧を受けている。しかし、これまで

捕 食リスクとっがい外父性との関係については全く言及されてこなかった。そこで捕食圧

が 大きく異なる年度およびサイト間でっがい外父性を調べた結果、捕食圧が増加するとつ

が い外父性も増加することが明らかとなった。これはシジュウカラのオスが、高捕食圧下

でりスクを分散させる“Bet-hedging戦略”をとっていると考えられる。また、本結果は環境

要 因がっがい外父性に大きな影響を及ぽしており、オスの行動がっがい外父性を引き起こ

す重要な要因のーつであることを示唆するものである。

  最後に、 っがい外 父性の 適応的意 義仮説 のーつで ある受精保険仮説を実験的に検証し

た 。バートナーの性的不妊を補うという受精保険仮説は、理論的には成立するが実証が困

難 であり理解が進んでいなかった。そこでシーズン中に複数回繁殖する苫小牧シジュウカ

ラ の特徴 を活かし 野外操 作実験を行った。まず、1回目繁殖で卵を偽卵と交換し、オス親

に 問題が あり卵が 孵化し なかった、とメスに認識させた。次に、同ベアの2回目繁殖にお

い てっがい外父性が増えるか確認し、メス親が受精成功率をあげるために他のオスとっが

い 外交尾 をしてい るか、 について明らかにした。その結果、偽卵と交換したべアの2回目

繁 殖では っがい外 父性率 がコント口ールベアに比べ2倍程度に上昇していた。鳥類では未

孵 化の卵も多いため、本研究で示された顕著な結果は、受精のための保険がこれまで考え

ら れてきた以上に重要であることを示唆している。本研究は受精保険仮説を初めて実証し

た も の で あ り 、 今 後 、 本 仮 説 に つ い て の 注 目 が 益 々 高 く な る と 期 待 で き る 。

  審査員一 同は、こ れらの 成果を評 価し、 研究者と して誠実かつ熱心であり、大学院博

士 課程における研鑽や修得単位などもあわせ、申請者が博士（環境科学）の学位を受ける

のに十分な資格を有するものと判定した。

－ 845－


